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【公開番号】特開2012-128478(P2012-128478A)
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【年通号数】公開・登録公報2012-026
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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  12/04    ５１０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月28日(2013.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｋ個（Ｋ：２以上の整数）のアドレス係数をＮビットに相当するビット幅のアドレスが設
けられた第１メモリに対応して発生する一方、Ｌ個（Ｌ：Ｋを上回る整数）のアドレス係
数をＮ／Ｍ（Ｍ：２以上の整数）ビットに相当するビット幅のアドレスが設けられた第２
メモリに対応して発生する発生手段、
前記発生手段によって発生されたアドレス係数の値を１／Ｍの値に変換する第１変換手段
、
前記発生手段によって発生されたアドレス係数に基づくアドレス情報を前記第１メモリに
対応して生成する一方、前記第１変換手段によって変換されたアドレス係数に基づくアド
レス情報を前記第２メモリに対応して生成する生成手段、および
前記第１メモリ又は前記第２メモリへのアクセスのために前記生成手段によって生成され
たアドレス情報を出力する出力手段を備える、メモリアクセス装置。
【請求項２】
前記メモリはバーストアクセス方式を採用し、
前記出力手段は前記生成手段によって生成されたアドレス情報を前記メモリのバースト長
に対応する周期でラッチするラッチ手段を含む、請求項１に記載のメモリアクセス装置。
【請求項３】
前記出力手段から出力されたアドレス情報の基礎となるアドレス係数を検出する検出手段
、
前記検出手段によって検出されたアドレス係数の値をＭ倍の値に変換する第２変換手段、
および
前記検出手段によって検出されたアドレス係数を前記第１メモリに対応して選択する一方
、前記第２変換手段によって変換されたアドレス係数を前記第２メモリに対応して選択す
る選択手段をさらに備える、請求項２記載のメモリアクセス装置。
【請求項４】
各ワードが前記Ｎビットに相当するビット幅を有するデータを前記Ｎ／Ｍビットに相当す
るビット幅を有する部分データに分割する分割手段、および
前記分割手段によって分割された部分データを前記第２メモリに向けて出力するデータ出
力手段をさらに備える、請求項３記載のメモリアクセス装置。
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【請求項５】
各ワードが前記Ｎ／Ｍビットに相当するビット幅を有して前記第２メモリから読み出され
たデータを結合して各ワードが前記Ｎビットに相当するビット幅を有する結合データを作
成する結合手段、および
前記結合手段によって作成された結合データを出力する出力手段をさらに備える、請求項
４記載のメモリアクセス装置。
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